
1993 年　平 成5 年
10/5あだち広報
第1022 号

● 発行/足立区　〒120足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/企画部広報課　FAX3881- 6910

将 来 へ 向 け て
進む まちづくり

4
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
本
決
算
は
開
会

中
の
区
議
会
で

審
議
中
で
す

4 年度の決算がまとまり、現在、第3 回区議会定例会で審議
中です。区民の皆さんが納めた税金は、どのように使われたの
でしょうか。4 年度決算の概要をお知らせします。

□
歳

入
(
2
千
2
5
9億円
)

4
年
度
も
一
般
財
源
の
特
別
区
税
が
堅
実
な

伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
特
別
区
税
は
所
得
の
増

大
と
納
税
義
務
者
数
の
増
加
に
伴
っ
て
4
8
8
億

円
、
対
前
年
度
比
8
.
1
%
の
増
。
一
方
、
特
別
区

交
付
金
は
6
8
6
億
円
、
対
前
年
度
比
3
.
7
%の減
と

な
り
ま
し
た
。
特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金

が
1
5
7
億
円
、
対
前
年
度
比
1
.
6
%の増
。
都
支
出

金
は
5
6億
円
、
対
前
年
度
比
6
.
1
%の増
。
特
別

区
債
が
1
7
9億円
、
対
前
年
度
比
1
9
7
・
2
%
の
増

で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
お
け
る
一
般
財
源
の

構
成
比
は
5
5・
2
%
と
な
り
ま
し
た
。

財 源 別 歳 入 決 算 額

歳入決算額

2, 259億円
( 100. 0%)

◎ 一 般財源・‥使 いみちが 制約されず、ど のよう な 経費にも
使用できる 財源

◎ 持定財原 …使 いみち が特定されている 財源

□
歳

出
(
2
千
1
9
5億円
)

行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
定

数
の
抑
制
等
に
よ
り
、
歳
出
に
占
め
る
義
務
的

経
費
(
人
件
費
等
の
ど
う
し
て
も
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
)
の
割
合
が
、
3
年
度
よ

り
2
.
3ポイ
ン
ト
減
り
、
3
5・
9
%
と
な
り
ま
し

た
。
節
減
努
力
し
た
財
源
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、(
仮
称
)

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
、
伊
興
遺
跡
公

園
、
統
合
新
校
(
千
寿
本
町
小
学
校
)
・
千
庄

温
水
プ
ー
ル
の
建
設
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
、
親

水
水
路
、
公
園
、
道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
な

ど
、
将
来
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積

極
的
に
充
て
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持

に
努
め
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

目的別歳出決算額

歳出決算額
2, 195億円
( 100. 0%)

性質別歳出決算額

歳 出 決 算額

2, 195億円
( 100. 0%)

◎ 投資的経費…長い間社会資本として残る、道 路、公
園、福祉施設などの建設等を行う経費

◎ 扶 助 費‥・生活に困っ た方、高齢者、体の不自由
な方、児重などを援肋するための経費

◎ 物 件 費…委託料、施設の維持費や事務用品の購
入、光熱費等の経費

国民健康保険特別会計
歳出決算額369億円 歳入決算額379億円

老人保健医療特別会計
歳出決算額273億円 歳入決算額278億円

4 年 度 に 行 っ た 主 な 事 業

1. まちづくり施策の展開
( 1) 商店街環境整備事業　　　　　　35, 718 万円
( 2) 観水水路の整備および維持管理　　　132, 023 万円
( 3) 橋梁建設　　　　　　　　　　79, 793 万円
( 4) 公共下水道整備　　　　　　　664, 235 万円
( 5) 都市計画道路整備　　　　　　　473, 026 万円
( 6) 公園整備　　　　　　　　　　236, 780 万円
( 7) コミュニティ住環境整備　　　　　62, 881 万円
2. 地域福祉施簾の展開
( 1) 特別養霞老人ホーム・高齢者在宅

サービスセンターの建設　303, 672万円
( 2) シルバーピアの整備、運営　　　　　7, 314 万円
( 3) 児童の保育委託、保育園の管理運営　357, 089 万円
( 4) 健康診査の推進　　　　　　　　57, 442 万円
3. 生涯学習推進施策の展開
( 1) 住区センター建設　　　　　　　66, 840 万円
( 2) 伊興遺跡公園の建設　　　　　　17, 647 万円
( 3) 総合スポーツセンター多目的広場造成　160, 741万円
( 4) 学習情報の提供　　　　　　　　1, 121 万円
4. 環境とリサイクル
( 1) リサイクル推進　　　　　　　　8, 043 万円

( 2) 河川浄化　　　　　　　　　　1, 185 万円

( 3) あだちの森づ くり　　　　　　　211, 908 万円

5. 国際化、情報化の対応
( 1) 中学生の 海外派遣　　　　　　　　1, 944 万円

( 2) 都市提携　　　　　　　　　　4, 748 万円
( 3) 「あ だち広 報」 発行・声 のお知らせ　　25, 715 万円

( 4) コンピ ュー タの設 置( 中 学校) 　　　45, 984 万円
( 5) あい ネット21　　　　　　　　　11, 851 万円

6. 教青の充実
( 1) 統合新校の建設　　　　　　　325, 386 万円
( 2) 義務教育施設建設基金の設置　　　207, 427 万円
( 3) 臨海施設建設　　　　　　　　168, 346 万円
7. 緊急課題への対応等
( 1) 駐車場対策　　　　　　　　　46, 079 万円
( 2) 住宅政策　　　　　　　　　　　359 万円
( 3) 災害復旧　　　　　　　　　　7, 640 万円
8. 区制60 周年記念事業

( 1) 足立60 景制定　　　　　　　　　4, 246 万円

( 2) あ だちまちづくりフ ェスティバル、
国 際野外彫刻 展　23, 190 万円

( 3) 東綾瀬公園プ ール・
アイススケート場 建設　127, 132 万円

1
5分
野
2
0
9
人
を
表
彰

平
成
5
年
度
足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
平

成
5
年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
功
労
、
社
会

福
祉
功
労
な
ど
1
5分
野
で
。
区
に
永

年
功
労
の
あ
っ
た
2
0
9人の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略
)

【
自
治
功
労
】
八
区
議
会
議
員
V
　

大
島
芳
江
、
忍
足
和
雄
、
佐
藤
正

弘
、
白
川
由
人
、
瀬
川
三
則
、
瀬
田

富
男
、
高
島
直
樹
、
友
利
春
久
、
西

口
喜
代
志
、
針
谷
幹
夫
、
藤
沼
壮
次

A
消
防
団
員
V
天
野
隆
司
、
井
口

八
郎
、
岩
井
賢
一
、
岩
附
志
雄
、
江

川
秀
滿

、岡
田
弘
、小
川
次
郎
、
金

子
雅
一
、
川
上
進
二
、
木
村
正
雄
、

小
泉
貞
廣
、佐
竹
愼
一
郎
、
塩
田
清
、

篠
山
康
雄
、清
水
健
三
、下
川
邦
夫
、

下
川
孝
雄
、
白
石
喜
久
夫
、鈴
木
和

雄
、
鈴
木
一
男
、
須
藤
哲
、
高
橋
八

郎
、
高
橋
秀
吉
、
田
中
巖
、
遠
山
桜

一
、
鳥
之
海
利
夫
、
中
田
義
一
、蘓

原
美
生

、
橋
場

一
明

、
長
谷
川

一
男

、
藤
代
美

良
、藤
代
美
之

、

藤
野
利
光

、
古

内
政
勝
、穗
戸
田
孝
一
、増
田
正
一
、

真
野
菊
松
、森
田
儀
弘
、八
木
康
雄
、

山
野
友
弘
、
吉
田
時
夫

A
町
会
・
自
治
会
長
V
梅
崎
博

之
、
大
箕
芳
雄
、重
松
勝
八
郎
、關

忠
男
、
高
橋
喜
平
次
、
溝
川
和
一

A
行
政
功
労
者
V
柴
瀧
男

【
社
会
福
祉
功
労
】
入
社
会
福
祉

事
業
功
労
者
V
小
坂
禮
子

A
民
生
委
員
・
児
童
委
員
V
新
井

邦
夫
、
石
鍋
新
次
郎
、
伊
能
水
子
、

榎
本
正
次
、小
倉
喜
與
枝
、加
藤
喜

一
郎
、
加
藤
孝
、
岸
一
夫
、
小
金
井

百
合
子
、小
宮
み
つ
ゑ
、酒
井
ナ
ミ
、

鹿
濱
七
蔵
、清
水
金
吉
、鈴
木
冨
秀

子
、
津
原
徳
子
、
那
須
君
子
、
平
山

壽
男
、
星
野
啓
次
、
宮
崎
十
三
、
宮

崎
良
、
谷
古
宇
正
、
安
田
好
子

A
保
護
司
V
増
田
精
一
、
山
口
優

乃
助【

社
会
生
活
功
労
】
入
社
会
生
活

事
業
功
労
者
V
清
水
貞
子
、廣
瀬
惠

美
子A

防
火
事
業
功
労
者
V
飯
田
光

男
、
小
堀
文
雄
、
伏
見
濟

A
防
犯
事
業
功
労
者
V
田
村
幸

榮
、
中
澤
繁

A
民
事
調
停
委
員
V
伊
藤
哲
、入

倉
卓
志
、
黒
瀬
和
男
、
小
菅
茂
、
近

藤
健
一
、近
藤
慱

、
金
野
良
子
、
鈴

木
巌
、
須
藤
尚
三
、
田
中
義
三
、
濱

岡
計
、
葭
葉
昌
司

八
人
権
擁
護
委
員
V
荒
井
智
恵

子
、
海
老
原
幹
雄
、
丹
野
澄
子

【
公
衆
衛
生
功
労
】
入
公
衆
衛
生

事
業
功
労
者
V
伊
井
士
郎
、
小
澤
政

弘
、
柴
沼
弥
三
郎
、瀬
倉
敬
、
萩
原

尚
利
、
萩
原
健
二
、
村
田
静
雄

A
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
V
相
原

贔

、新
井
惰
子
、入
江
品

、大
祓
昇
、

大
山
修
、
川
本
良
江
、
木
村
繁
、
木

村
利
男
、
金
漢
相
、
久
保
盛
嗣
、
熊

田
喜
一
郎
、佐
野
忠
雄
、高
木
洋
子
、

土
手
秀
三
、間
弓
敦
俊
、宮
坂
保
男
、

森
谷
榮
一
、
山
崎
守
成
、
渡
邉
公
武

A
保
健
医
療
事
業
功
労
者
V
飯
泉

正
助
、鈴
木
久
、
奈
良
井
龍
二
、
深

見
照
男

【
学
校
教
育
功
労
】
A
教
育
功
労

者
V
大
寺
政
男
、
齊
藤
侍
造
、
芝
内

信
次
、
波
瓦
冨
太
郎
、
堀
川
和
夫

A
私
学
振
興
功
労
者
V
岡
村
重

好
、
宮
川
清
子

【
社
会
教
育
功
労
】
入
社
会
教
育

事
業
功
労
者
V
佐
久
間
薫
子

A
P
T
A
会
長
V
後
藤
忠
弘
、
高

松
昭
彦
、
宝
田
文
勝
、
山
崎
利
夫

【
産
業
功
労
】
A
実
業
精
励
功
労

者
V
安
達
陽
一
、
河
合
悟
、
佐
々
木

秀
雄
、藤
代
賢
三

【
建
設
功
労
】
入
土
木
建
設
事
業

功
労
者
V
大
山
政
雄
、
齊
藤
智
司
、

山
嵜
邦
男
、
吉
原
義
仁

【
統
計
功
労
】
井
川
浅
吉
、
石
井

正
之
助
、
石
井
衞
蒹
、
加
藤
和
明
、

川
名
菊
池
、
菅
谷
竹
男
、
仲
本
予
伎

子
、
羽
住
一
月
、
伏
見
美
恵
子
、
堀

口
廣
太
郎

【
納
税
功
労
】
戸
邊
巖
、野
口
光

五
郎【

文
化
功
労
】
八
文
化
事
業
功
労

者
V
佐
藤
降

人
文
化
財
保
護
功
労
者
V
雲
宮
政

吉
、
平
田
俊
輔

【
体
育
功
労
】
A
体
育
事
業
功
労

者
V
井
口
清
司
、
桐
生
嘉
一
、
七
里

義
人
、
松
本
榮
松
、
南
伊
一
郎
、
村

田
義
昭

【
徳
行
者
】
角
田
ふ
き
、
塚
田
寛

治
、
二
階
堂
悦
子
、
山
崎
了
昭
、
足

立
区
自
転
車
商
協
同
組
合
綾
瀬
支
部

支
部
長
・
高
村
亮
治
、
足
立
区
自
転

車
商
協
同
組
合
千
庄
支
部
支
部
長
・

高
橋
秀
明
、足
立
区
自
転
車
商
協
同

組
合
西
新
井
東
支
部
支
部
長
・
齊
藤

重
男
、
足
立
区
佛
教
会
、
綾
瀬
パ
ン

ダ
フ
ァ
ミ
リ
ー
代
表
者
・
大
久
保
貞

二
、
荒
川
信
用
金
庫
理
事
長
・
関
義

一
、
㈱
神
田
屋

鞄
製
作
所
代
表

取
締
役
社
長
・

生
田
順
洸
、
㈱

コ
ミ
ヤ
代
表
取

締
役
・
小
宮
賢
治
、
㈱
バ
ザ
ー
ル
サ

ク
エ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表
・
中
村
菊

雄
、
㈱
三
浦
工
務
店
三
和
会
会
長
・

前
澤
宗
高
、
北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
商

店
街
振
興
組
合
、
千
住
一
丁
目
町
会

婦
人
部
、
竹
の
塚
看
護
婦
家
政
婦
紹

介
所
会
長
・
瀬
齊
サ
ツ
、
竹
勇
会
、

東
京
ガ
ス
足
立
中
央
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
足
立
中
央
住
設
㈱
代
表
取
締
役

・
宮
田
一
男
、
東
京
都
K
S
D
豊
明

会
足
立
支
部
婦
人
部
、
西
新
井
遊
技

場
組
合
理
事
長
・
宮
本
武
男
、
ピ
ッ

ク
マ
ン
㈱
代
表
取
締
役
・
秋
野
清
三

郎
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
じ

さ
い
、
㈲
相
模
擺
商
店
代
表
取
締
役

・
二
見
良
雄
、
㈲
本
間
鉄
店
代
表
取

締
役
・
本
間
健
、
立
正
佼
成
会
足
立

教
会
教
会
長
・
野
崎
泰
宏

【
犯
罪
防
止
功
労
】
岩
谷
充
陽

【
人
命
救
助
】
小
黒
秋
子
、
貝
塚

武
也
、下
郵
松
介
、
田
中
正
次
、
鳥

山
加
代
子
　
　
　
　
A

総
務
課
V

◎ 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15日 ・25 日 発行
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度

現
況
届
の
提
出
を

1
0月
6
日
ご
ろ
に
現
況
届
の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。
記
載
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
同
封
の
返
信

用
封
筒
(
切
手
不
要
)
で
、
必
ず
期
限

内
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
現
況

届
の
提
出
が
な
い
と
、
平
成
6
年
用
の

医
療
証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

期
限
=
1
0月
2
9日

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
自
営
業
(
個
人
)
で
、
一
般
の
金

融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
独
立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
/
区

内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
/
世
帯

の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯

主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
を
目
的

と
す
る
/
庄
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

/
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
1
人
つ
け
ら

れ
る
内
容
=
―
世
帯
あ
た
り
1
5
0
万
円

以
内
/
予
定
年
利
2
.
7
%
(
据
置
期
間
中

は
無
利
子
)
/
6
ヵ
月
据
え
置
き
後
6
0

回
元
利
均
等
償
還
申
込
=
申
込
書
を

窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
事
務
所
、

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)
期
間

=
1
0
月
1
9
一
日
～
2
2
日
申
・
問
先
=
千

庄
本
庁
舎
・
貸
付
係

戦
没
者
等
の
妻
の
方
へ

特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

□
特
別
給
付
金
「
か
号

」

対
象
=

昭
和
5
8
年
4

月
1

日
以
後
、
公

務
上
の
傷
病
が
原
因
で
死
亡
し
た
方
の

妻
で

、
平
成
5

年
4

月
1

日
に
お
い
て

遺
族
年
金
等
の
受
給
幄
が
あ
る
方

。た

だ
し

、戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
受
給
者
は
対
象
外

支
給

額
=
2
0
万
円
(
1
0
年
償
還
の
国
庫
債
券
)

□
第
4

回
特
別
給
付
金
「
そ
号

」

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
・
・
特
別
給
付
金
「
わ
号
」
を
受
給
し
た

戦
没
者
の
妻
で
、
平
成
5
年
1
0
月
1
日

に
お
い
て
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ

る
方
/
満
州
事
変
間
に
公
務
上
の
傷
病

に
か
か
り
昭
和
5
8
年
4
月
1
日
以
後
に

死
亡
し
た
方
の
妻
で
、
平
成
5
年
4
月

1
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
等
の
受
給
権

が
あ
る
方
。
た
だ
し
戦
傷
病
者
等
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
受
給
者
は
対

象
外
/
第
2
回
特
別
給
付
金
「
と
I
ぬ

号
」
ま
た
は
第
8
回
お
よ
び
第
1
1
回
特

別
給
付
金
「
い
I
は
号

」を
受
給
し
た
戦

傷
病
者
の
妻
で

、
戦
傷
病
者
が
昭
和
5
8

年
4

月
1

日
か
ら
昭
和
6
1
年
9
月
3
0
日

ま
で
に
戦
傷
病
が
原
因
で
死
亡
し
た
こ

と
に
よ
り

、
平
成
5

年
1
0月
1

日
に
お

い
て
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
方

支
給
額
=
い
ず
れ
も
6
0
万
円
(
1
0
年
償

還
の
国
庫
債
券
)

□
第
1
0回
特
別
給
付
金
「
り
号
」

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

…
第
4
回
特
別
給
付
金

「
り
号

」
を
受

給
し
た
戦
没
者
の
妻
で

、
平
成
5
年
1
0

月
1
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
が
あ
る
方
/

第
6

回
特
別
給
付
金

「
い
～
と
号

」
を
受
給
し
た
戦
傷
訶
者

の
妻
で

、
戦
傷
病
者
が
昭
和
5
8
年
4

月
1

日
か
ら
昭
和
6
1
年
9
月
3
0
日
ま
で
に

戦
傷
祠
が
原
因
で
死
亡
し
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
5

年
1
0月
1

日
に
お
い
て

遺

族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
方

支
給

額
=
い
ず
れ
も
1
2
0万
円
(
1
0
年
償
還
の

国
庫
債
券
)

□
第
1
7回
特
別
給
付
金
「
い
号

」

対
象
=

第
1
0
回
特
別
給
付
金
「
い
号

」

を
受
給
し
た
戦
没
者
の
妻
で

、
平
成
5

年
4

月
1
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
等
の

受
給
権
が
あ
る
方

支
給
額
=
1
8
0万
円

(
1
0年
償
還
の
国
庫
債
券
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
請
求
書
類
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

千
住
本

庁
舎
・
民
生
係

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
=
1
0
月
2
6
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
3
階
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室
対
象
=
昭

和
8
年
1
1
月
2
日
～
1
2
月
1
日
生
ま
れ

の
方

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

街
頭
相
談

日
時
等
=
1
0
月
1
9
日
(
火
)
・
:
竹
ノ
塚
駅

東
口
広
場
、2
0
日
(
水
了

北
千
住
駅
西

ロ
ル
ミ
ネ
前
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

午
後
4

時

内
容
=

国
民
年
金
や
厚
生

年
金
な
ど
の
相
談
に

、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、
夫
が
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
、
そ
の
扶
養
と
な

っ
て
い
る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方

は
、
す
ぐ
に
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険

者
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

自
分
や
夫
の
就
職
・
退
職
な
ど
の
時
に

も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

生
活
環
境

子
供
た
ち
に遊

び
場
を

区
で
は
、「
子
供
の
遊
び
場
」の
設
置

に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
土
地
所
有
者
の
方
の
協
力
を
も

と
に
、
遊
休
地
を
遊
び
場
と
し
て
整
備

閧
放
し
、
地
域
の
方
が
管
理
運
営
を
行

い
、
区
が
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。
子
供
た
ち
の
遊
び
場
の

拡
充
の
た
め
に
、
身
近
な
遊
休
地
の
提

哄
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
青
少
年
課
調
整
係

1
0月
は

違
反
屋
外
広
告
物

取
り
締
ま
り
月
間

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は
、
許

可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
広
告
物
を
道

路
上
(
上
空
を
含
む
)
に
掲
出
す
る
場
合

に
は
、
道
路
占
用
と
道
路
使
用
の
許
可
(

所
轄
警
察
署
)
が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ち
の
景

観
を
著
し
く
損
ね
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
通
行
を
妨
げ
る
違
反
広
告
物
を
な
く

す
た
め
、
広
告
主
や
屋
外
広
告
業
者
の

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

水
洗
化
が
可
能
に

な

り

ま

し

た

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室
　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
助
成
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表1　 水洗化可能地域

教

育

平
成
6
年
4
月
入
園

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
2
の
と
お
り
対
象

=
区
内
在
住
の
4
歳
児
(
平
成
元
年
4

月
2
日
～
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
、5

歳
児
(
昭
和
6
3
年
4
月
2
日
～
平
改
元

年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
期
間
=
1
1
月

1
・
2
日
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
申
込
=
入
園
希
望
の
各

区
立
幼
稚
園
※
募
集
要
項
・
申
込
用

紙
は
、各
区
立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所

・
教
育
委
員
会
で
1
0
月
1
5
日
か
ら
配
付

し
ま
す
。な
お
、幼
稚
園
で
の
配
付
は

午
前
9
時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)
で
す
第
一
次
選
考
=

1
1
月
4
日
、入
園
希
望
の
各
幼
稚
園

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
事
第
二
係

表
2

区
立
幼
稚
園
一
覧

就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
書
を
1
0

月
7
日
ご
ろ
発
送
し
ま
す
の
で
、
指

定
の
日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
保
健
給
食
係
、
学
事
第
一
係

区
立
小
学
校
に
入
学

希
望
の
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書

手
帳
)を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
学
事
第
一
係

「
足
立
6
0
景
」エ
コ
ー

ハ
ガ
キ
2
5日
発
売

「
足
立
6
0景
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た

〝エ
コ
ー
は
が
き
〟
を
作
成
し
ま
し

た
。1
0月
2
5日
(
月
)
か
ら
区
内
お

よ
び
隣
接
区
の
郵
便
局
で
発
売
し
ま

す
。

価
格
=
1
通
3
6円
(
通
常
の
4
1

円
官
製
は
が
き
よ
り
5
円
安
)

絵
柄
=
「
郷
土
博
物
館
」「
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
」の
2
種
類

八
広
報
課
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(

17
)

オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
は
、
部
落
差

別
は
単
に
人
び
と
の
観
念
の
巾
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
阿
よ
り
も
同
和
地
区
の

人
び
と
の
生
活
そ
の
も
の
が
、
非
常
に

悪
い
条
件
の
も
と
に
あ
り
、
そ
れ
こ
そ

が
、
長
年
に
わ
た
る
差
別
の
結
果
に
ほ

か
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。こ

れ
以
降
、
国
や
地
方
自
治
体
に
対

し
て
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
、
差
別
を

な
く
す
た
め
の
施
策
を
行
う
よ
う
に
要

求
す
る
屈
動
か
、
解
放
運
動
の
中
で
重

要
な
位
肖
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
戦
後
の
部
落
解
放
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
国
に
対

し
て
は
総
合
的
な
対
策
を
た
て
る
よ
う

運
動
が
行
わ
れ
、
請
願
も
国
会
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
3
5年
に
総
理
府
は
「
同
和
対
策

審
議
会
」
を
設
置
し
、
同
和
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
、
同
和
問
題
解
決
に
お
け
る
基
八

的
方
策
に
つ
い
て
諮
問
が
吁
わ
れ
た
の

で
す
。

諮
問
を
受
け
た
同
審
議
会
は
昭
和
4
0

年
8
月
に
答
申
を
政
府
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
同
対
審
答
申

で
す
。

同
対
審
答
申
の
内
容
は
、
同
和
問
題

は
人
間
の
自
由
と
平
等
に
闃
す
る
問
題

で
あ
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た

拮
本
的
人
曜
に
か
か
わ
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
、「
こ
れ
を
未
解
決
に
放
置
す
る

こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
、

そ
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
汽
任
で
あ

り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
」こ

と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
の
精
神
を
実
現
す
る
た

め
、
昭
和
4
4年
7
月
に
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
台
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ
。

赤い羽根共同募金

運動にご協力を

共
同
募
金
運

動
は
、
皆
さ
ん

の
善
意
に
よ
る

社
会
福
祉
増
進

運
動
で
す
。
昨

年
足
立
区
で
は
、
1
千
万
円
近
く
の
募
金
が
集

ま
り
、
老
人
ホ
ー
ム
・
私
立
保
育
園
・
精
薄
児

通
園
施
設
等
の
運
営
費
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
地
域
振
興

課
振
興
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

ま
た
は
、
各
区
民
事
務
所

掲
示
板

□
「
法
の
日
」
無
料
相
談

1
0
月
1
0
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午

後
4
時
/
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
土
地

・
建
物
の
調
査
、測
量
、境
界
問
題
お

よ
び
不
動
産
の
表
示
登
記
の
相
談
/

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
足
立
支
部

・
野
口
　
(
3
8
5
3
)
2
0
7
9

◎ 半透明のゴミ袋の使用は、10月1 日から平成6 年1 月15日まで経過期間とします。 《東京都清掃局》
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健

康

1
0
月
は
食
生
活
改
善
月
間

お
い
し
く
食
べ
て

健

康

に
外
食
と
の
い
い
関
係

最
近
、飲
食
店
や
市
販
の
食
品
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
エ
k
c
a
l
)

な
ど
の
表
示

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
栄
養
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

で
外
食
で
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
食
事
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
は
こ
れ
ら
の
表
示
を
利
用
し

て
、
あ
な
た
に
合
わ
せ
た
に
用
が
で
き

る
よ
う
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

申
込
=
電

話

費
用
=
無
料

表3

食
生
活
講
演
会

日
時
=
1
0
月
2
0
日
(
水
)
、午
浚
2
時
～

4
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
見
直
し
た
い
食
の
安
全
性

講

師
=
細
貝
祐
太
郎
氏
(
女
子
栄
養
大
学

教
授
)

定
員
=
8
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0月
8
日

場

・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

忙
し
い
人
の
特
選

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

日
時
=
1
0月
1
3・
2
5日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
1
日
目・
:ス

ピ
ー
ト
健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
/
2
日
目
・
:

短
時
間
で
で
き
る
運
動

定
員
=
2
0人

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
相
談
所
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

第
1
回
こ
こ
ろ
の

健
康
ひ
ろ
ば

日
時
=
1
0月
1
4日
(
木
)
、午
前
1
0時
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
=
産
業
振
興
館

内
容
=
心
の
健
康
相
談
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
バ
ザ
ー
な
ど

費
用
=
無
料

申

・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講 演 会
よ
く
わ
か
る

す
ぐ
で
き
る

ぜ
ん
息
等
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

日
時
=
1
0月
1
6日
足
)
、
午
後
1
時
～
4

時
3
0分

場
所
=
産
業
振
興
館

内

容
=
子
供
の
ぜ
ん
息
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
予
防
と
健
康
の
回
復
な
ど
に
つ

い
て

講
師
=
国
立
小
児
病
院
ア
レ
ル

ギ
ー
科
医
長
・
飯
倉
洋
治
氏
定
員
=

3
0
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
無
料
申
込

=
9
月
3
0
日
～
1
0
月
1
2
日
に
、(
ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
託
児
室
有
(
4
0人
ま
で
)
。申
込
時
に

要
予
約

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

公
害
補
償
係

ス
ポ
ー
ツ

文

化

第
4
6回
区
民
体
育

大
会
参
加
者
募
集

□
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時
=
1
0
月
2
4
日
(
日
)
、午
前
9
時
～

午
後
5
時
、(予
備
日
3
1日
)

場
所
=

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
(
高
校
生

以
上
)

種
目
=
一
般
男
子
・
女
子
、成

年
男
子
、成
年
女
子
1
・
2
年
、壮
年
男

子
1
・
2
部
、
壮
年
女
子
の
ダ
ブ
ル
ス

費
用
=
一
般
…
I
チ
ー
ム
千
5
0
0円/
高

校
生
・
:
Iチ
ー
ム
千
円

申
込
=
チ
ー

ム
ご
と
に
出
場
選
手
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、
種
目
、
勤
務
先
(
学

校
名
)
を
記
入
し
、費
用
を
添
え
て
現
金

書
留
で
郵
送

期
限
=
1
0月
1
0日

申

・
問
先
=
鹿
角
正
昭

〒
1
2
0
千
住
柳
町

2
8
-
2
　
(
3
8
8
8
)
3
9
6

□
弓
道
大
会

日
時
=
1
0月
1
7日
(
日
)
、
午
前
1
0時

場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

種
目
=

近
的

費
用
恙
刈円
(
当
日
会
場
に
持

参
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0月
1
6

日

申
・
問
先
=
名
倉
靖

(
3
8
8
1
)
1
7
0
4

□
空
手
道
大
会

日
時
=
H
月
3
日
(
水
)
、
午
前
9
時

場
所
=
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

種
目
=

組
・
型
手

費
用
=
小
・
中
学
生
3
0
0

円
/
一
般
・
高
校
生
千
円
(
い
ず
れ
も

当
日
会
場
に
持
参
)

申
込
=
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
種
目
を
記
入

期
限
=
1
0月
1
3日

申
・
問
先
=
鬼
沢

栄

〒
1
2
1舎人
5
-
6
-
3
3

(
3
8
9
7
)
4
0
1
3

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
1
0
月
1
4
・
2
8
日

、1
1月
1
1
・
2
5

日
、1
2
月
9
日

、
午
後
6

時
3
0分
I
8

時
3
0分

場
所
=

千
寿
第
三
小
学
校

対
象
=
1
6
歳
以
上
の
区
民

費
用
=
5
0
0

円

※
上
履
き
用
運
動
靴
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

長
谷
部
　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

あ
だ
ち
区
民
大
学

受
講
生
募
集
2 講座

予
定
内
容
等
=
表
4

時
間
=
午
後
7

時
1
9
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

講
師
=
池
田
雅
彦
氏
、
奥

野
正
恭
氏
、
薗
田
硯
哉
氏
、
廣
池
利
邦

氏
、宇
田
川
光
雄
氏
な
ど

定
員
=
各
6
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
晤
、
希
望
講
座
名
を
記
入

期
限
=
1
0

月
1
5日
(
必
着
)

塲
・
申
・
問
先
=

生
涯
学
習
館

〒
1
2
0東綾
瀬
1
―
5
―
1
7

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

表4　 あ だ ち 区 民大 学

( 講 座1) 豊 か な る 余 暇 社 会 の 展 望 ( 講座2)

地域レクリエーションインストラク
ター養成セミナー

10/ 26、11/ 2,
9, 16, 24, 30 、
12/ 7, 14

※左記の講座とは
異なりますので、
内容等については
お問い合わせくだ
さい。

住
ま
い

違
反
建
築
防
止
週
間

1
0月
H
日
I
1
7日
は
、
全
国
一
斉
の

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。
区
で
は
、1
0

月
1
4日
に
違
反
建
築
取
り
締
ま
り
の

た
め
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。こ
れ
は
平
常
の
監
視
活
動
を

強
化
し
、
違
反
建
築
工
事
を
早
期
に
発

見
し
、
庄
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
建
築
監
察
担
当

不

燃

化

建
て
替
え
相
談

専
門
家
に
よ
る
建
築
相
談
、
建
て
莅

え
に
伴
う
税
金
や
資
金
計
画
の
相
談
な

ど
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

場
所
等
=

表
5
の
と
お
り

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
二
係
、(
財
)

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
り乙

表5　 相談日時と開催場所補
助
1
3
8号線
不
燃
化

促
進
事
業
地
区
ア
ン

ケ
ー
ト
の
お
願
い

区
で
は
、
現
在
1
2地
区
で
不
燃
化
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

。
平
成
7

年

度
に
は
補
助
1
3
8号
線
地
区
(
右
下
図
)
で

事
業
が
終
了
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
地
区
の
方
を
対
象
と
し
て
吋
一
月
に

意
向
ア
ン
ヶ
I

ト
を
行
い
ま
す

。
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
り
課

事
業
第
二
係

不燃化促進区域図

お
し
ら
せ

競
争
入
札
参
加
の

追
加
登
録
(
物
品
)

の
受
け
付
け

平
成
6
年
度
に
、区
の
物
品
購
入
等

の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。期
間
=
1
0
月
1
8
日
～
2
2
日
、

午
前
9
時
3
0分
1
午
後
4
時
(
正
午
I

午
後
1
時
を
除
く
)

※
東
京
都
財
務

局
所
定
用
紙
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
所
定
用
紙
は
東
京
都
弘
済

会
(
都
庁
第
二
庁
舎
I
階
)
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

申
・
問
先
=
千
庄
本
庁
舎

・
契
約
第
二
係

検
察
審
査
員
候
補

予
定
者
訪
問
調
査

に
ご
協
力
を

区
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
は
、

職
員
が
今
月
中
旬
以
降
、
検
察
審
査
会

審
査
員
候
補
予
定
者
の
訪
問
調
査
を
行

い
ま
す
。
検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
(
不
起
訴

処
分
)
こ
と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る

組
織
で
、
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
H
人
の
審

査
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
検
察
審

査
員
候
補
予
定
者
の
方
に
は
、
通
知
を

郵
送
後
、訪
問
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、不
在

の
と
き
は
、連
絡
票
を
置
き
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

みんなの健康
足 立 保 健 所　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本町 保 健 相 談所　3880- 5351
千住本庁舎・保健予防係　3882- 1111 ㈹

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

□
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

1
0
月
3
1
日
百
)
、午
前
H
時
～
午
後
3

時
、(予
備
日
H
月
7
日
)
/
都
市
農
業

公
園
/
イ
ベ
ン
ト
あ
り
/
出
店
希
望
者

も
募
集
/
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

□
バ
ザ
ー
H
月
3
日
(
祝
)
、午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
3
時
/
興
野
公
園
/
日

用
雑
貨
等
の
提
供
を

期
限
=
1
0月
1
7

日
/
保
育
室
な
か
ま

(
3
8
8
6
)
7
2
8
7

◎ 10月は、労働保険適用・高年齢者雇用促進月間です　 ハローワーク足立
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あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
=
H
月
1
8
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
1

午
後
2
時
3
0
分
場
所
=
千
住
曙
町
船

着
場
～
岩
測
水
門
～
千
住
新
橋
I
東
京

港
～
千
住
(
水
上
バ
ス
利
用
)
対
象
=

観
光
協
会
会
員
お
よ
び
区
内
在
住
の
方

定
員
=
1
2
0人程
度
(
抽
選
)

費
用
=
観

光
協
会
会
員
:
キ
5
0
0円
/
会
員
外
・
=
2

千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
き
、
当
日
現

地
支
払
)
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
会
員
、会
員
外
の
別
、「
リ
バ

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
望
」
と
明
記
(
(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
3
人
ま
で
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
返
信
(
ガ
キ
の
表
に
も
住

气
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

※
重
復
申
し
込
み
は
、
無
効
で
す
。

期
限
=
1
0
月
1
3
日
消
印
有
効
(
1
0
月
1
8

日
、午
前
1
0
時
、中
央
本
町
庁
舎
2
0
2
会

議
室
で
公
開
抽
選
。結
果
は
返
信
用
(

ガ
キ
で
通
知
)
　
申
・
問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
足
立
区
観
光

協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当
〒

1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

足
立
区
消
費
者
展
で
行
わ
れ
る

〝生
活
用
品
大
バ
ザ
ー〟
に
ご
寄
贈
を

1
0月
2
2・
2
3日
、エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

で
行
う
「
足
立
区
消
費
者
展
」
の
中
で

「
生
活
用
品
大
バ
ザ
よ

を
開
催
。こ

こ
で
取
り
扱
う
、
再
活
用
で
き
る
日
常

生
活
用
品
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
。

売
上
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
寄
付

し
ま
す
。
使
う
身
に
な
っ
て
、
十
分
使

用
で
き
、
清
潔
で
安
全
な
も
の
を
お
願

い
し
ま
す
。な
お
、食
料
品
、医
薬
品
、

化
粧
品
、動
植
物
、消
耗
の
は
げ
し
い

も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。受

付
日
時
=
1
0
月
1
5
日
(
金
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
-
I
エ
ル

・
ソ
フ
ィ
ア
内

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

ビ ーチボール
バレー

親睦交流会
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情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口( 5 年9 月1 日 現 在)世 帯　　　　258, 194
人 口　　　　645, 051 人

男　　　　　　327, 902 人
女　　　　　　317, 149 人

リサ イクルフ ェア・イベン卜 のご案内
ごみ減量とリサイクルの推進を

図るため、「あだちリサイクルフ ェ
ア」を閧催し ます。 日時等= 上
表のとおり　場所= 荒川河川敷・

虹の広場　問先= 中央本町庁舎・
リ サイクル推進係
3880 ―5206

リ サイクルフェ ア・イベント

※ 各日とも 雨天の場合 は中 止し ます

女と男のフリースペース

男たちのセクシュアリティ
「買春をとおして考える」

日時=10月15日( 金) 、午後6時30
分～8時30分　対象=区内在住・
在勤・在学の方　内容= これまで
女性によって論議されることの多
かったセクシュアリティ。今回は
谷口和憲さんをゲスト に、男性の
立場からこの問題について語って
いただきます。男性の参加を歓迎
します。 定員=30 人( 先着順)

費用= 無料　申込= 電話　場・申
・ 問先= 女性総合 センタ ー　〒123

梅田7　―33―1　エル・ソフ ィ
ア内　　3880 ―5222

友好都市提携
一周年記念企画展

鹿沼市の伝統産業と芸術

友好都市鹿沼市の伝征工芸品
や、市立「川卜淨牛美術館」の収
蔵作品を展示紹介します。日時
=10月9日～12月19日、午前9畤～
午後5 時( 入館は午後4 時匐分
まで) ※ 毎週月曜 日は休館、た
だし10月n 日は開 館で翌12日が休
館となり ます。 入館料= 大人200
円/ 小・中学生100円( ただし、第2
土曜日の午前中は無料) / 団体
… 20人以卜は半額 場・問先 擺
土博勧館 3620―9093

お ちば まつり
日時=11月28日( 日) 、午前10時～
午後3 時 場所= 元溯江公園　対
象= 区内在住の小学生とその親
内容= 落ち藥たき( 焼きいも) 、ト
ン 汁、落ち葉観察会、緑の相談等

※ 雨天の場合、中止する催し物や、
プログラムの変更もあります　定
員= 親子50組( 抽選) 申込= ハガ
キに住所、氏名、年齢、電 話番号
を 明 記　費用= 小学生以 上1 人100
円 期限=10 月20日消印有効

申 ・問先= 水と緑の公社　〒120
綾瀬2- 30- 6　　3838- 8126

とんがりぼうしカーニバル

西部障害福祉総合センター

ハンディキャップライフからみ
た新しい価値の発見を…。そんな
視点を大切にして、地域のみなさ
んとともにおまつりを行います。
日時=10月24日( 日) 、午前10時～
午後3 時　内容= 青空市、空缶に
よる恐竜作り、人形劇( ざ・くれよ
ん)、かげ絵( あけびの会) 、みこし
の競演( 谷団睦会、誠祭会、友祭会、
貴酔会、東睦会ほか) 、流し踊り( 近
隣町会) 、模擬店ほか多数　※ 当セ
ンターでは、おまつりの際、お手
伝いし てくださるボランティアの
方を募集しています( 申し込みは10
月15日まで) 場・問先= 西部障

害福祉総合センタ ー　谷在家3- 13- 1　　3853
―0632

★あだちスポーツフェスティバル93★

ス ポ ー ツ と 遊 ぼ う!
楽しみ方はいろいろ。これをき

っかけにあなたの家族はスポーツ
ファミリーに変身! 　「たけし軍
団」のメンバーも各会場で大ハッ
スルします! 　また、スイムスポ
ーツセンター会場では、オリンピ
ック金メダリスト鈴木大地さんも
登場します。日時=10月10日
( 日) 体育の日、午前9時30分～午

後4 時 場所= 総合スポーツセン
ターほか4 会場　内容= 各種スポ
ーツ、ゲ ームコーナー、アト ラク
ション、スタンプラリーや記録に
挑戦、演技発表、模擬店など、参
加賁もたっぷりあります　問先=
千住本庁舎・体育課
3882―1111㈹

地域指導者養成講座< 第2 期>

「見たい、知りたい、好奇心! 」
のぞいてみよう、子どもの世界

様々な活動をとおし て子どもた
ちの気持ちを考えてみます。日時
等= 下表のとおり　対象= 青少年
育成活動にかかわっている方( 16

歳以上) 費用= 無料( 5 回目の
み交通費実費) 申込= 電話　期
限=10 月15日　問先= 千住本庁舎
・少年育成係　　3882 ―1111㈹

※ 時間はいずれも午後7時～9時( ただし11/ 14は午前10時～午後3
時) / 場所は青年センター( 11/ 14を除く)

環境探検隊サロン

綾瀬川今昔物語
日時=10月13日( 水) 、午後7時～
9 時 対象= 青年男女30人　内容=
河川の汚れワ ースト1 といわれ
る綾瀬川は。その昔はどんな川だ
ったのか、どうして汚れた川にな
ってしまったのかを学びます。そ
して、これからどんな川になって
いって欲しいのか夢を語り合いま
す　費用= 無料　申込= 当日直接
会場へ 場・問先= 青年センター
3890―0061

足 立 の
「昔話しを語る」

日時=10月9日( 土) 、午前10時～
11時( 毎月第2 土曜日の午前中)
対象= 小・中学生　内容= 区内に
伝わる「民話」を聞き ます。10月は
「将軍に関わる話」です 講師=
加藤敏夫( 郷土博物館特別専門員)
費用= 大 人200円( 入 館料) / 小・
中学生無料　申込= 当日直接会場
へ 場・問先= 郷土博物館
3620―9393

10月の安売りデー
青果物… 10月20日( 水) 、黄緑の

ノボリのあるお店　　魚… 10月15

日( 金) 、青いノボリのあるお店
主 催= 東京都青果物商業協同組合
千住・西新井・綾瀬支部、関東水
産物商業 協同組合 西新井・千住
支部　後援= 足立区

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています
I . Sa. 　240, 000


